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openSUSE プロジェクトによる openSUSE 12.1 のリリースについて

最新のディストリビューションにはプラットフォームやツール類の刷新が含まれ、物理マシン環境の

ほか、仮想化／クラウド環境に対しても、

最先端の Linux ベースのオペレーティングシステムの実行環境を提供します

World-Wide, Web, 2011 年 11 月 16 日 -- グローバルなオープンソースコミュニティである openSUSE プロジェクトは本日、 openSUSE 12.1 の公開を宣言します。この openSUSE 12.1は、安定動作と完全性、そして使いやすさを追求した多目的型のオペレーティングシステムで、物理的なマシン環境だけでなく、仮想化環境やクラウド環境の形でも、ユーザや開発者に無償／オープンソースの有用性を提供します。

「今回の openSUSE 12.1 は、単に 8 ヶ月ごとにプロジェクトの成果を公開しているだけにとどまりません。 openSUSE のディストリビューション (配布物) と数千にも及ぶオープンソースアプリケーションは、様々なテスターや記者、翻訳者や有用性の専門家、アーティストや伝道者、パッケージ作成者や開発者など、多数の参加者による貢献の集合体であり、ほかのどこにも存在しないようなツールや機能を作り上げるべく、日々楽しみながら開発を行なっています。」と SUSE の openSUSE コミュニティマネージャである Jos Poortvliet は述べています。

openSUSE プロジェクトは、安定して完全な機能を含む、使いやすい多用途型のディストリビューションの公開を目的にしています。これらの目的の成果は、最新の openSUSE 12.1 で示されています。主な刷新点は下記のとおりです:

クラウドの刷新

統合性の設計を第一にするため、最新の openSUSE リリースでは最新の Linux カーネルであるバージョン 3.1 を同梱しています。これにより、さらなる用途の広さと拡張性を獲得し、パブリッククラウドやプライベートクラウドを含む混在型の IT 環境に適応するようになっています。また、 SUSE Studio を利用することで、 openSUSE 12.1 の独自版を構築し配置することもできます。これは独自のパッケージ選択のほか、独自のアートワークやスクリプトを含めることができる仕組みです。ここで生成した独自版は、 Amazon EC2 やその他のクラウドプラットフォームに対して、直接配置することができます。

openSUSE は独自の Mirall デスクトップ統合を利用することで ownCloud に対応した、初めての Linux ディストリビューションです。それに加えて、openSUSE の仮想化／クラウドのリポジトリでは、openSUSE 12.1 向けに最新の Eucalyptus, OpenNebula, OpenStack の各パッケージを提供しています。また、最新の仮想化技術である Xen 4.1 や KVM, VirtualBox も用意されていて、これらは最新の virt-manager や open-vm-tools で管理を行なうことができます。

ディストリビューションの刷新

openSUSE 12.1 には Snapper と呼ばれるツールが用意されています。この新しくユニークなツールは、 btrfs にあるスナップショット機能を利用することで、古い版のファイルを閲覧したり、変更を取り消したりすることができるものです。 Snapper は zypper と呼ばれるパッケージマネージャと統合されているため、システムの更新を取り消したり、設定の変更を元に戻したりすることもできます。

openSUSE は Go プログラミング言語 (Google 提供の新しい開発言語) を同梱した、初めてのディストリビューションでもあります。 Go は高速かつ使いやすい言語で、プログラマに対してガーベージコレクションやランタイムリフレクションなど、マルチコアとネットワークに対応したプログラムの作成を支援します。

また openSUSE 12.1 では、 Tumbleweed と呼ばれるオプションを選択することもできます。これは全てのソフトウエアを常に最新の状態に維持することができる、ローリングアップデート機能を含んだ openSUSE で、 SUSE のカーネルエンジニアである Greg Kroah-Hartman によって考案されたプロジェクトです。Tumbleweed ではシステムを断続的に更新する仕組みであることから、本来はメジャーリリースごとに発生していた様々な変更による影響を、小さくすることができるものです。

デスクトップの発展

openSUSE では Gnome Shell 3.2 が同梱されています。これにより openSUSE は、カレンダー通知やチャット、集中管理型のオンラインアカウント設定などのコラボレーションツールとの間で、より深い統合を行なっています。ユーザインターフェイスの要素や作業手順はタッチスクリーンにもなじむ作りになっていて、より小さい画面環境やマルチスクリーンの環境、もしくは自動回転機能を持つタッチスクリーンデバイスでも使いやすくなるようになっています。

openSUSE は GNOME と KDE の両方でカラーマネージメント機能に対応した、初めてのメジャーなディストリビューションです。 KDE ではそれ以外にも、ソフトウエアのインストールをよりシンプルに扱うことのできる、 Apper ソフトウエアマネージャを利用することができます。また openSUSE では、 Open Build Service 提供の Plasma Active タブレットインターフェイスも用意されています。

「Snapper や systemd, ownCloud など大幅な更新がある一方、従来から存在する YaST や zypper に対しても、小さいながら数多くの改善が図られています。これらは私たちのコミュニティが独自に実施した内容です。私たちは巨大なオープンソースコミュニティであり、そのコミュニティの結果としてもたらされた openSUSE の直近の更新が、 300,000 件もの改善点を含んでいる事実についても、特に驚くほどのものではありません。」と openSUSE のボードメンバーであり、マーケティングリーダーである Bryen Yunahsko は述べています。

openSUSE 12.1 の刷新点について、最新情報は opensuse.org/12.1 をお読みください。

###

openSUSE について

openSUSE プロジェクトは、あらゆる場所で Linux が使われていくよう後押ししていこうという、世界的な取り組みです。openSUSE は、世界中のフリー／オープンソースソフトウェアコミュニティの一部として、オープンに、透明に、友好的なやり方で協力し合い、世界最高の Linux ディストリビューションの一つを創っていきます。詳しくは www.opensuse.org をお読みください。

SUSE について

SUSE 社は軽快さとコストの低さ、そして動的な環境における複雑性の管理を統率するエンタープライズ Linux ソリューションプロバイダです。SUSE Linux Enterprise をはじめとする製品により、ミッションクリティカルなコンピューティングに対しても、もっとも相互運用性の高い環境を提供します。 SUSE はお客様に対して、物理的なシステムのほか、仮想化環境やクラウド環境にも自信を持ってコンピューティングサービスを提供しています。また、数々の受賞歴がある製品とパートナーシップのエコシステムにより、 SUSE は世界中の多数のお客様を支援しています。詳しくはwww.suse.com をお読みください。
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